
副業ライターの時給換算シート ひとり実務ラボ

使い方（3つ書くだけ）

1. 月ごとに、応募した件数と「新着を見て応募文を送るまで」に使った時間を書く
2. 受注した仕事の作業時間と、手数料を引いた後の手取りを書く
3. 時給＝手取り÷（応募に使った時間＋作業時間）。応募の時間を入れるのがこのシートの決まり

時給 ＝ 手取り（円） ÷ ［ 応募に使った時間 ＋ 作業時間 ］

月別の記録

月 応募件数 応募に使った時間 作業時間 手取り（円） 時給（円） メモ

合計

※応募に使った時間に記録がなければ「1日◯分×日数」の目安で書き、欄に「目安」と添える

記入例（私の4か月・2026年6月6日〜9月22日）

月 応募件数 応募に使った時間 作業時間 手取り（円） 時給（円） メモ

4か月合計 78件 約52時間（目安） 約3時間 2,340 約40 受注1件

応募文はAIに下書きさせて1件5分。時間の大半は書くことではなく、探して応募して待つことに消えていた

時給を見てから決めること

□ 応募に使う時間の上限を決める（例：1日30分。超えたらその日は応募しない）

□ 返事がない案件を閉じる日を決める（例：8日）。待っている案件を数えない

□ 時給が上がらない月が続いたら、応募する募集の型（単価・枠・応募者数）を変える

□ 単価より先に完了実績を積む期間なら、そのあいだの時給は判断に使わない

元の記事：Webライター副業をやってみた｜78件応募して受注1件の4か月　https://hitori-jitsumu-lab.com/web-writer-side-job/
個人利用は自由です。再配布のルールは https://hitori-jitsumu-lab.com/downloads/ に書いています。


